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アンケート調査及び 
 グループインタビュー（聞取り調査）からの 

   考 察  ～構造的な課題を探して 
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◆ 課 題 ◆ 
 １．高齢者虐待の実践経験を積重ねることが難しい。 

 ２．「高齢者と養護者の人間関係」「養護者の性格や言動」など対応が 

   困難と感じられている事項への対応方法が確立されていない。 

 ３．高齢者虐待に対応する職員は緊張と不安がありストレスを抱えて 

   いるが、ケアする仕組みが少ない。 

◆ 解 決 策 ◆ 
 １．高齢者虐待対応実践を積重ね事例を研究し、より効果的な 

   対応方法につなげる。 

 ２．「高齢者と養護者の人間関係」へ介入し、養護者への支援も 

   しっかりと行う。 

 ３．ストレスを抱える職員をケアする。 
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にじみるの提案は次スライドから 
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１．市町を超えて高齢者虐待対応実践を積重ね 

  共有する仕組みが必要。 
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相談件数、業務時間が少ない 

経験年数が短く事例経験少ない 

人間関係を支援対象とする難しさ 

具体的な対応手順や方法が確立されていない 

高齢者虐待対応は、技術として体系化
されてなく継承されにくい 

 市町を超えて実践を共有できる仕組みを作り、みんなで、高齢者虐
待の基本項目や対応方法を確認したり、事例を集積し研究することで
困難な対象への対応方法を模索する。虐待対応が安定的に継続して、
組織的にスキルアップがはかれる。 

＜結 果＞ 

解決のためのつなぎが難しい 

状況ごとに対応が異なる 

方法等を市町内で検討するには事例
数が少なく時間も足りない 

虐待対応チームだけでの事例解決は
難しい 

＜課 題＞ 

２．養護者支援を体系的に行える方策 

  の構築が必要。 
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養護者支援は複合的な課題があり難
しい 

虐待事例に共通する高齢者と養護者
の人間関係と養護者の問題がある 

人間関係と養護者について困難度が
高い 

養護者を担当する機関につなげない。
不足している。 

人間関係への介入や養護者支援は難し
く時間がかかる 

＜結 果＞ ＜課 題＞ 

支援方法が確立されてなく、市町のみで
確立するには事例数が少ない 

養護者の課題は虐待対応チームだけで
は解決できない 

養護者支援や人間関係への介入は虐待
対応の終結を遅らせる可能性がある 

 事例に共通し対応が困難と感じられている「高齢者と養護者の人間
関係」に対峙するための入口となるのが、同じく困難度が高かった養
護者への支援を体系的に行うことだと考える。市町を超えて実践に基
づく支援体系をみんなで検討していく必要がある。 
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３．職員をケアする仕組みが必要。 
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特に養護者と接する時の緊張と
不安がある。 

マニュアルや帳票にない部分は現場
で柔軟に対応しなければならず負担。 

本当にこの対応でよかったのか支援
するたびに苦しくなる 

虐待対応チーム内の温度差があり、
うまくいかずつらい。 

みんなで話をして事例を共有する 

＜ストレス＞ ＜解消方法＞ 

事例を安心して終結させる 

いろいろな手法を試しながら解決
に近づくプロセスから達成感を得る 

 話をすることが大きなストレス解消となっている。話せる機会を意
図的に作ることが有効。ストレスの根本原因となる虐待事例への対応
については、市町を越えて研修や事例研究を行うことが時間はかかる
が対応力を向上させ少しでもよい解決につながり、ストレスを減少さ
せると考える。 

４．おわりに 
  今回のアンケート調査・聞取り調査を通じ、高齢者虐待対応の現場 

 にモヤモヤと存在した課題が少しずつ整理できてきました。その課題 

 が前出の３点です。どの課題も普遍的な課題で、一個人や一市町だけ 

 で解決するのは困難だと考えています。 

  グループインタビュー（聞取り調査）では、市・町、包括の皆様が行って 

 いる実践の数々をお聞きしました。それは宝物と言うべきものでした。 

  一方で、市・町、包括とも、担当する人が代わると対応方法がガラっと 

 変ってしまう現実も複数お聞きしました。 

  「もったいない！」と強く思いました。市町にある貴重な実践を、困難の 

 解決につなげたり、対応力の向上につなげたい、と、考えた結果が、 

 市町を超えた実践の積重ねと共有の仕組みの必要性です。 

  アンケート結果から、今後ますます「人間関係」が支援ターゲットとなり、   

 虐待対応の困難度が高まると推測されます。 

  まずは、今後の高齢者虐待対応に何が必要で、どうすればよいか、 

 市町を越えてみんなで考える機会になればと考えています。  
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